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助成活動名 家族ぴあ活動を通して「家族が元気になる」ための学びの場とスキルの向上を目指して 

助成額     250000 円 

活動内容 

目的 

平成 20 年より岡山で始まった「家族ぴあ活動」は、 
同じ悩みを持つ家族だからこそ分かり合え、安心して悩みを共有できる場とし
て機能してきた。 
家族・本人共にそれぞれの生活を営むことができるようになるためには、 

家族・本人のリカバリーのプロセスを体験談から伝えるだけでなく、 
より正しい医療福祉の情報を学びあう必要がある。 
そして、より広く横とのつながりを求めていけたら、と考えている。 
地域・支援者とのつながりを広く持ち、精神疾患を持つ本人、家族のことを

より知ってもらうことができ、いまだなくならない偏見が少しでも緩和できる
ように、また、共に自分らしく生きていける社会を目指していく。 

内容 

家族相談活動のスキルアップ研修 
※ 年１回 12 月 21 日 高崎和美氏 元弁護士 福祉オンブズおかやま代表 

22 年間の弁護士活動の中で、精神障害の人にも出会ったともいう。 
当会にもその時の知り合いが、複数おり、旧交を温める機会にもなった。 
岡山市の福祉オンブズマンの活動もされており、幅広い交流が頼もしく気さ
くな人柄が、座談会の空気をやわらげた。 

 
ゲストを迎えての研修会 座談会形式 年 5 回 奇数月第 3 土曜日 

※ 5 月 18 日 林田哲弥氏 一般社団法人 くろがね代表 精神保健福祉士 
社会福祉士 
地域に根差した後見活動を通じて、様々なケースにかかわっている。家族

の持つ親亡き後の不安感にも優しく共感してくれ、今後とも協力していただ
けそうだ。 

※ 7 月 20 日 織田忠宜氏 民生委員(ウッディライフどんぐり農園代表) 
地域の民生委員(美作市)として長く活動してきた。その中でも精神疾患につ

いてもその家族についても知らないことがたくさんあったと述べられたこと
が印象的だった。その後、困っている家族を紹介してくれ、つながりが継続
している。 

※ 9 月 21 日 川本浩一郎氏 岡山市議会議員 
※  ずっと住みたいまちづくりを目指していると述べられた。家族会の活動に

も理解を示されており、心強く感じている。 
11 月 16 日 佐藤和喜夫氏 NPO 法人福祉会菩提樹理事長 日本臨床心理学会
元運営委員  
イギリス留学中にヒアリングヴォイシズ運動に触れ、1996 年ヒアリングヴ

ォイシズ研究会設立 



とても精力的でお元気。「先生」と呼ぶと「そう呼ばないで」と言われる。
気さくで前向きな 86 歳。声（幻聴）についての話は秀逸。「家族ぴあ・岡
山」とも、運営しているグループホーム「菩提樹の花」訪問、ヒアリングヴ
ォイシズ研究会全国大会参加など、交流を深めている。 

※ 3 月 15 日 小柴雅史氏 精神保健福祉士 相談支援専門員 
経歴に「どん底を経て・・・」とあって、「そこを聞きたい」という方が複

数おられた。率直に自分のことを語られる姿に参加者も共感して、次々とい
つも以上に自分のことを話し始めた。大いに盛り上がった会となった。 

 
※ 1 月 18 日 本人も家族も楽しもう/ビンゴ大会！ 

外れなしで、参加者全員に景品がいきわたることに配慮した。本人の参加
もあり、楽しく有意義な時間となった。 

 
グループホーム訪問 

4 月 22 日 菩提樹の花（浅口市金光町大谷） 
7 月 2 日 アークの家（倉敷市） 

 
事業所訪問 10 月８日 うさぎカフェ（倉敷市） 

 
当会顧問の山本昌知精神科医主催イベント 御津別荘での合宿に参加  
8 月 10 日～12 日 

 
ヒアリングヴォイシズ全国大会参加 9 月 14 日、15 日  

 

当初の計画
からの変更

点 

 
1 月 18 日は、広島県の家族会の横山朋子氏をゲストに迎える予定だったが、

都合が悪くなって来られなくなり、急遽、ビンゴ大会に差し替えた。 
本人も参加しやすい企画にとの意図だが、結果的に、好評だったこともあり、
次年度も取り入れることになった。 

 
また、参加費を 500 円いただくことにしたことで、茶菓をゆとりをもってだ

すことができるようになり、より楽しめ、交流を深めていけるようになった。 
 
 
 
 
 
 

成果 

 
ま♡いっかの会、つばめの会、もみじの会などの家族会が県内で活動して

いる。「家族による家族学習会」などの、より踏み込んだ学習会も各々10 年以
上も開催し続けている。 
また、相談活動も各機関と連携しながら 10 年以上活動している。 

その中で、「家族ぴあ・岡山」が目指しているのは、啓発・啓蒙活動のみにと
どまらない支援者、地域の人ともつながりを築いていくことだ。 
当会顧問の山本昌知精神科医は、９０歳を迎える高齢だがその気迫は衰え

ず、「野垂れ死にを目指そう」と言われる。生涯を本人家族と共にいてくれる
覚悟で、当会も志を共有して活動している。家族や本人などの生きづらさを
抱えている人には伝わっていると考えている。 
苦しそうにではなく、楽しい時間を共有しながらでこそが、継続の力の源

と考えており、休憩時間の雑談や茶菓はその大事なツールとなっている。座
談会形式なので、最大 30 名、大きすぎず、きめ細やかな対応をくずさずに、
取り組んでいけている。 
また、この活動を始めてから、家族会への参加者が増えている。相談電話

やゲストからの問い合わせ、困っている家族の紹介、支援者との更なる交流
などの従来ではなかったつながりが広がっている。 

 
 



 
 
 
 

今後の課題
と対応策 

 
前年度に掲げた目標の役員同士のコミュニケーションをはかっていくこと、は道半ばと言

えるが、志に賛同して二人の新規の役員が増えたことは、これからの会の運営にとって希望
だといえる。 
また、大学の学生たちとも協同したいとの抱負は、2026 年 3 月に持ち越して、美作大学准

教授菅原明美氏をゲストに招いた会に、福祉を学んだ学生たちとの交流を予定している。 
マスコミを取り込みたいとの意向も 2025 年に取材をしてもらう形で関わっていきたいと準備
中だ。 
役員の一部が更なるスキルアップを目指して取り組んできたオープンダイアローグを、

2025 年度には、オープンダイアローグの実践という形を取り入れ、ロールプレイを 2 回連続
で組み込んでいる。 

2024 年度に、急な変更に対応するために取り入れた本人参加のプログラムは、好評だった
ので、12 月のクリスマス会と、5 月の生きていれば誰でも必要なゴミの分別を楽しく学ぶ会
と、2 回開催予定だ。 
研修ばかりでなく、楽しむ会も必要という声への対応でもある。 

また地域との連携も欠かせないので、地域の保健師も一つだけ空いている 1 月のゲストに検
討中だ。 

 
 



写真の提出 

年に１回の家族相談活動のスキルアップ研修 12 月 21 日 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲストを迎えての研修会 年 5 回 奇数月第 3 土曜日 

5 月 18 日 ゲスト 林田哲哉氏ｇ 

 

 

 

 

ゲストを迎えての研修会 7 月 20 日 

ゲスト 織田忠宜氏  

 



 

ゲストを迎えての研修会 11 月 16 日 ゲスト 佐藤和喜夫氏 

   

 

ゲストを迎えての研修会 3 月 15 日 ゲスト 小柴雅史氏 

 



 

新年会 本人も家族も交流を深めよう！ ビンゴ大会 1 月 18 日 

 

 

グループホーム訪問 菩提樹の花（金光町）4 月 22 日 

 

グループホーム訪問 あーくのいえ（倉敷市） 



 

 

当会顧問の山本昌知精神科医と御津別荘での合宿に参加  

8 月 10 日～12 日 

 

ヒアリングヴォイシズ全国大会参加 9 月 14 日,15 日 



 

うさぎカフェ訪問 （倉敷市） 10 月８日 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


